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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走行車の３点リンクヒッチ部に装着されかつ動力伝達用のジョイントの入力軸接続部を
支持したクイックカプラに連結可能な農作業機であって、
　前記クイックカプラに連結可能な３点連結部を有する機体と、
　この機体に設けられ、農作業をする作業体と、
　左右方向に長手方向を有する長手状で、前記機体を補強するとともに、前記作業体側か
らの土が前記入力軸接続部側に向かうことを防止する補強兼防止手段とを備え、
　前記補強兼防止手段は、前記機体の前記３点連結部が前記クイックカプラに連結された
状態時に、前記ジョイントの前記入力軸接続部の後方近傍に位置して、その入力軸接続部
の接続用孔部を覆う
　ことを特徴とする農作業機。
【請求項２】
　補強兼防止手段は、側面視で機体の３点連結部の下部ピンよりも上方でかつ後方に位置
する
　ことを特徴とする請求項１記載の農作業機。
【請求項３】
　機体の３点連結部は、下部ピンを支持する左右のピン支持板を有し、
　補強兼防止手段は、前記左右のピン支持板に架設されている
　ことを特徴とする請求項２記載の農作業機。
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【請求項４】
　左右のピン支持板は、側面視で前下がりに傾斜した前後方向に長手方向を有する長手状
であり、
　下部ピンは、前記ピン支持板の前端部に取り付けられ、
　補強兼防止手段は、前記ピン支持板の長手方向中間部に取り付けられている
　ことを特徴とする請求項３記載の農作業機。
【請求項５】
　補強兼防止手段は、左右方向に長手方向を有する長手状の１本の補強兼防止部材にて構
成されている
　ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか一記載の農作業機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、走行車に装着したクイックカプラに連結可能な農作業機に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、走行車であるトラクタの３点リンクヒッチ部（作業機昇降支持装置）への農
作業機の連結を容易にするための装置として、クイックカプラ（オートヒッチ装置）が知
られている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　例えば図７には、農作業機であるロータリ作業機１の３点連結部２がトラクタ３の後部
の３点リンクヒッチ部４にクイックカプラ５を介して連結された状態が示されている。
【０００４】
　このクイックカプラ５は、「４セットカプラ」と呼ばれるもので、トラクタ３の３点リ
ンクヒッチ部４に予め装着され、かつ、トラクタ３のＰＴＯ軸６からの動力を伝達する動
力伝達用のジョイント（ユニバーサルジョイント）７の入力軸接続部８を支持している。
【０００５】
　そして、ロータリ作業機１をトラクタ３へ連結する際には、トラクタ３をバック走行に
よりロータリ作業機１に接近させた後、トラクタ３の３点リンクヒッチ部４を油圧装置で
上昇させると、ロータリ作業機１の３点連結部２がクイックカプラ５の上部フック部5aお
よび左右の下部フック部5bに係合連結されると同時に、ロータリ作業機１の入力軸10がジ
ョイント７の入力軸接続部８に挿入接続される。
【０００６】
　このため、作業時においては、トラクタ３のＰＴＯ軸６から出力された動力がジョイン
ト７を介して入力軸10に入力され、この入力軸10の回転に応じてロータリ作業機１の耕耘
体11が回転して耕耘作業をし、この耕耘体11の後方で整地体12が整地作業をする。
【０００７】
　ところで、トラクタ３に装着したクイックカプラ５に連結可能な農作業機のなかに、上
記のロータリ作業機１とは異なり、トラクタのＰＴＯ軸側からの動力を必要とせず、入力
軸を有していない非駆動式の農作業機がある。
【０００８】
　すなわち、そのような非駆動式の農作業機として、例えば特許文献２に記載された圃場
作業機が知られている。
【０００９】
　そして、この従来の圃場作業機は、トラクタに装着したクイックカプラに連結可能な３
点連結部を有する機体と、この機体に設けられ、心土破砕作業等の農作業をする発土板等
の作業体とを備えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【００１０】
【特許文献１】特開平８－９８６０５号公報
【特許文献２】特開２００１－２９９００９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、上記従来の圃場作業機（農作業機）では、トラクタに装着されかつジョ
イントの入力軸接続部を支持したクイックカプラに対してその圃場作業機を連結して作業
を行うと、作業体側からの土が、クイックカプラにて支持されたジョイントの入力軸接続
部に掛かって付着する場合がある。
【００１２】
　このような場合、作業者は、例えば圃場作業機をトラクタから取り外し、それに代えて
ロータリ作業機等の駆動式の農作業機を連結する際に、ジョイントの入力軸接続部の付着
土を手作業で除去しなければならない。
【００１３】
　なお、トラクタのＰＴＯ軸側からの動力を必要としない場合において、ジョイントを取
り外すことも可能ではあるが、ジョイントは重量物（例えば約２０ｋｇ）であり、その取
り外し作業も容易ではない。
【００１４】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、クイックカプラにて支持されたジョイ
ントの入力軸接続部に土が付着するのを防止できる農作業機を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　請求項１記載の農作業機は、走行車の３点リンクヒッチ部に装着されかつ動力伝達用の
ジョイントの入力軸接続部を支持したクイックカプラに連結可能な農作業機であって、前
記クイックカプラに連結可能な３点連結部を有する機体と、この機体に設けられ、農作業
をする作業体と、左右方向に長手方向を有する長手状で、前記機体を補強するとともに、
前記作業体側からの土が前記入力軸接続部側に向かうことを防止する補強兼防止手段とを
備え、前記補強兼防止手段は、前記機体の前記３点連結部が前記クイックカプラに連結さ
れた状態時に、前記ジョイントの前記入力軸接続部の後方近傍に位置して、その入力軸接
続部の接続用孔部を覆うものである。
【００１６】
　請求項２記載の農作業機は、請求項１記載の農作業機において、補強兼防止手段は、側
面視で機体の３点連結部の下部ピンよりも上方でかつ後方に位置するものである。
【００１７】
　請求項３記載の農作業機は、請求項２記載の農作業機において、機体の３点連結部は、
下部ピンを支持する左右のピン支持板を有し、補強兼防止手段は、前記左右のピン支持板
に架設されているものである。
【００１８】
　請求項４記載の農作業機は、請求項３記載の農作業機において、左右のピン支持板は、
側面視で前下がりに傾斜した前後方向に長手方向を有する長手状であり、下部ピンは、前
記ピン支持板の前端部に取り付けられ、補強兼防止手段は、前記ピン支持板の長手方向中
間部に取り付けられているものである。
【００１９】
　請求項５記載の農作業機は、請求項１ないし４のいずれか一記載の農作業機において、
補強兼防止手段は、左右方向に長手方向を有する長手状の１本の補強兼防止部材にて構成
されているものである。
【発明の効果】
【００２０】
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　本発明によれば、補強兼防止手段によって、機体を補強できるばかりでなく、クイック
カプラにて支持されたジョイントの入力軸接続部に土が付着するのを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施の形態に係る農作業機の側面図である。
【図２】同上農作業機の正面図である。
【図３】同上農作業機の斜視図である。
【図４】同上農作業機の部分側面図である。
【図５】同上農作業機のクイックカプラの後面図である。
【図６】本発明の他の実施の形態に係る農作業機の部分側面図である。
【図７】トラクタにクイックカプラを介してロータリ作業機を連結した状態を示す側面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の一実施の形態について図１ないし図５を参照して説明する。
【００２３】
　図中の21は、走行車であるトラクタで、このトラクタ21は、先端側（後端側）が後輪で
あるタイヤ22よりも後方に突出して位置する３点リンクヒッチ部（作業機昇降支持装置）
23を後部に備えている。
【００２４】
　３点リンクヒッチ部23は、基端側を中心として先端側が昇降するように上下回動可能な
１本のトップリンク24と、基端側を中心として先端側が昇降するように上下回動可能な左
右１対で２本のロワーリンク25とを有している。なお、これら３本のリンク24，25は、油
圧装置（図示せず）の作動によって上下回動する。
【００２５】
　そして、トラクタ21の後部の３点リンクヒッチ部23には、トラクタ21への農作業機30の
連結を容易にするためのクイックカプラ（オートヒッチ装置）31が脱着可能に装着されて
いる。
【００２６】
　クイックカプラ31は、図１、図４および図５等に示されるように、トラクタ21の３点リ
ンクヒッチ部23に装着されかつ動力伝達用のジョイント（ユニバーサルジョイント）32の
入力軸接続部33を支持するものである。
【００２７】
　つまり、クイックカプラ31は、「４セットカプラ」と呼ばれるもので、トラクタ21の３
点リンクヒッチ部23に予め装着され、かつ、トラクタ21のＰＴＯ軸26に前端部が接続され
てこのＰＴＯ軸26からの動力を伝達するジョイント32の後端部の入力軸接続部33を支持し
ている。
【００２８】
　ここで、クイックカプラ31は、略三角形状をなすフレーム部36を備えている。フレーム
部36の上部には、農作業機30の上部ピン64と係脱可能に係合する上部フック部37が設けら
れている。フレーム部36の下部の左右両側には、農作業機30の下部ピン66と係脱可能に係
合する下部フック部38が設けられている。
【００２９】
　また、フレーム部36の下部の左右方向中央部には、互いに離間対向する左右１対の支持
板39にて構成された支持部40が設けられ、この支持部40によってジョイント32の入力軸接
続部33が支持されている。
【００３０】
　さらに、フレーム部36の左右両側には、下部フック部38の凹部分38a内からの下部ピン6
6の抜け出しを規制するロック状態および下部フック部38の凹部分38a内からの下部ピン66
の抜け出しを許容するロック解除状態となるピンロック41が回動可能に設けられている。
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このピンロック41は、操作レバー42の操作によってロック状態およびロック解除状態に選
択的に切り換えられる。
【００３１】
　なお、クイックカプラ31は、トラクタ21のトップリンク24が脱着可能に装着されたトッ
プリンク装着部43と、トラクタ21のロワーリンク25が脱着可能に装着されたロワーリンク
装着部44とを有している。
【００３２】
　ジョイント32は、図１、図４および図５等に示されるように、軸方向に伸縮可能な軸状
の動力伝達手段である。この軸状のジョイント32は、軸方向一端部である後端部に短円柱
状の入力軸接続部33を備えている。
【００３３】
　入力軸接続部33は、両端面が開口した円筒状の筒状部材46と、この筒状部材46の外周側
に固着されたコ字状の左右１対の軸取付部材47と、この各軸取付部材47に取り付けられク
イックカプラ31の支持板39にて支持された左右方向の軸部材48と、筒状部材46の内周側に
ベアリング49を介して回転可能に設けられた回転部材である入力軸接続部材50とを有して
いる。
【００３４】
　この入力軸接続部材50には、トラクタ21のＰＴＯ軸26側からの動力を必要とする駆動式
の農作業機、すなわち例えば図７に示すロータリ作業機１が有しているスプライン軸状の
入力軸10が嵌脱可能に挿入接続されるスプライン孔状の接続用孔部（入力軸接続孔部）51
が形成されている。つまり、入力軸接続部33には、後方に向かって開口する接続用孔部51
が凹状に形成されている。
【００３５】
　なお、図１等に示す農作業機30は、トラクタ21のＰＴＯ軸26側からの動力を必要としな
い非駆動式のものであり、入力軸接続部材50の接続用孔部（入力軸嵌合孔部）51に接続可
能な入力軸を有していない。
【００３６】
　また、ジョイント32は、軸方向他端部である前端部にＰＴＯ軸接続部52を備えている。
このＰＴＯ軸接続部52は軸接続部材53にて構成され、この軸接続部材53にトラクタ21のＰ
ＴＯ軸26が解除可能に接続されている。この軸接続部材53は、インナーシャフトおよびア
ウターシャフト等からなる伸縮可能でかつ屈曲可能な伝動シャフト部55を介して、入力軸
接続部材50に接続されている。つまり、伝動シャフト部55の前端部にＰＴＯ軸接続部52が
設けられ、伝動シャフト部55の後端部に入力軸接続部33が設けられている。また、この伝
動シャフト部55の外周面は、円筒状の安全カバー56にて覆われている。なお、ジョイント
32の重量は例えば約２０ｋｇである。
【００３７】
　農作業機30は、図１ないし図３等に示されるように、トラクタ21の３点リンクヒッチ部
23に装着されかつジョイント32の入力軸接続部33を支持したクイックカプラ31に連結可能
な牽引作業機である。そして、この農作業機30は、クイックカプラ31を介してトラクタ21
に連結された状態でトラクタ21の前進走行により圃場を前方（進行方向）に移動しながら
、例えば農作業である耕耘作業をする。
【００３８】
　農作業機30は、クイックカプラ31に連結可能でかつその連結を解除可能な３点連結部61
を前部に有する機体62を備えている。
【００３９】
　３点連結部61は、上部支持板部63と、この上部支持板部63に取り付けられクイックカプ
ラ31の上部フック部37と係脱可能に係合する上部ピン64と、左右の下部支持板部65と、こ
の各下部支持板部65に取り付けられクイックカプラ31の下部フック部38と係脱可能に係合
する下部ピン66とを有している。
【００４０】
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　そして、上部支持板部63は、互いに離間対向する支持板63a，63aを有し、これら両支持
板63a，63aに上部ピン64が架設されている。また、上部支持板部63は、前後方向長手状の
取付アーム部67の前端部に取り付けられている。なお、取付アーム部67の後端部は、機体
62の後フレーム部72の左右方向略中央部に取り付けられている。
【００４１】
　下部支持板部65は、互いに離間対向する内側支持板65aおよび外側支持板65bを有し、こ
れら両支持板65a，65bの前部に下部ピン66が架設されている。
【００４２】
　内側支持板65aは、前後方向にやや長手状のもので、その長手方向略中央部（長手方向
中間部）に連結アーム部68の下端部が取り付けられている。この連結アーム部68の上端部
は、取付アーム部67の前端部に取り付けられている。また、内側支持板65aの後部には、
円形状の孔部69がその内側支持板65aを貫通して形成されている。
【００４３】
　外側支持板65bは、前後方向にやや長手状のもので、その長手方向略中央部（長手方向
中間部）の内側面に左右方向長手状で筒状のパイプ部材（ヒッチパイプ）70の長手方向端
部が溶接等によって固定的に取り付けられている。
【００４４】
　つまり、パイプ部材70は、内側支持板65aの孔部69に嵌合挿通された状態で、左右のピ
ン支持板である外側支持板65bに架設されている。このパイプ部材70は、例えば断面円形
状の丸パイプである。なお、前端部で下部ピン66を支持する外側支持板65bの後端部は、
前後方向長手状で板状の本体フレーム部60の前端部に取り付けられている。
【００４５】
　こうして、１本のパイプ部材70が機体62の３点連結部61に固定的に取り付けられ、この
取り付けられたパイプ部材70によってその３点連結部61が所望強度を有するように補強さ
れている。なお、機体62の３点連結部61は、上部支持板部63、上部ピン64、下部支持板部
65、下部ピン66、取付アーム部67および連結アーム部68にて構成されている。
【００４６】
　また一方、機体62は、それぞれ左右方向長手状に形成された前フレーム部（前フレーム
パイプ）71および後フレーム部（後フレームパイプ）72を有し、これら両フレーム部71，
72は、本体フレーム部60に互いに前後に離間対向するように固着されている。
【００４７】
　そして、前側の前フレーム部71には、農作業である耕耘作業（粗起し作業）をする複数
（例えば２つ）の作業体である前作業体73が左右方向に間隔をおいて並設されている。同
様に、後側の後フレーム部72には、農作業である耕耘作業（粗起し作業）をする複数（例
えば３つ）の後作業体74が左右方向に間隔をおいて並設されている。
【００４８】
　前作業体73は、圃場の土中に所定深さで挿入された状態で前方に移動しながら、圃場の
土を切削して持ち上げて反転放てきするものである。
【００４９】
　この前作業体73は、上端部が前フレーム部71に取り付けられた上下方向長手状で湾曲状
の支持アーム76を有している。支持アーム76の下端部には、圃場の土を切削して持ち上げ
る板状のチゼル77が設けられている。支持アーム76の下部には、チゼル77からの土および
自ら切削した土を圃場面上方まで持ち上げて反転放てきする板状の反転板78が設けられて
いる。また、支持アーム76の下端部には、圃場の土を切削する板状のウイング79が設けら
れている。
【００５０】
　後作業体74は、圃場の土中に所定深さで挿入された状態で前方に移動しながら、圃場の
土を切削して持ち上げて反転放てきするものである。
【００５１】
　この後作業体74は、上端部が後フレーム部72に取り付けられた上下方向長手状で湾曲状
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の支持アーム81を有している。支持アーム81の下端部には、圃場の土を切削して持ち上げ
る板状のチゼル82が設けられている。支持アーム81の下部には、チゼル82からの土および
自ら切削した土を圃場面上方まで持ち上げて反転放てきする板状の反転板83が設けられて
いる。また、支持アーム81の下端部には、圃場の土を切削する板状のウイング84が設けら
れている。
【００５２】
　なお、図２から明らかなように、複数、すなわち例えば５つの反転板78，83は、正面視
で左右方向に間隔をおいて並んで位置するが、そのうちの左右両端の反転板83は、切削土
を内側方へ反転放てきするようにねじられた形状となっている。
【００５３】
　また、機体62の後端部には、複数の後作業体74の後方で、圃場から受ける力で回転しな
がら鎮圧作業をする鎮圧輪85が回転可能に設けられている。この鎮圧輪85は、左右方向に
間隔をおいて並んだ複数の支持板86と、これら複数の支持板86にて支持された左右方向長
手状の複数の鎮圧棒87とを有している。
【００５４】
　また一方、農作業機30は、図１ないし図４に示されるように、機体62の３点連結部61に
ジョイント32の入力軸接続部33を覆うように設けられ、機体62の３点連結部61を補強する
とともに、農作業である耕耘作業の際に前作業体73側からの土（前作業体73によって跳ね
上げられた土）がジョイント32の入力軸接続部33側に向かうことを防止する補強兼防止手
段91を備えている。
【００５５】
　補強兼防止手段91は、例えば機体62の３点連結部61に取り付けられてこの３点連結部61
を補強するとともに、その３点連結部61のピン64，66がクイックカプラ31のフック部37，
38に連結された状態時にそのクイックカプラ31の支持部40によって支持されたジョイント
32の入力軸接続部33の接続用孔部51を覆う１つの補強兼防止部材92のみで構成されている
。つまり、補強兼防止手段91は、左右方向に長手方向を有する長手状である筒状（例えば
円筒状）に形成された１本のパイプ部材70からなる補強兼防止部材92にて構成されている
。
【００５６】
　そして、この補強兼防止部材92は、ジョイント32の入力軸接続部33の接続用孔部51内に
土が入り込まないように、機体62の３点連結部61がクイックカプラ31に連結された状態時
にジョイント32の入力軸接続部33の後方近傍に接続用孔部51と近接対向して位置する（図
４参照）。
【００５７】
　ここで、パイプ部材70からなる補強兼防止部材92は、作業時に前作業体73側からの土が
入力軸接続部33側に向かって飛散するのを防止するもので、例えば左右方向に長手方向を
有する円筒状に形成され、その左右方向両端部が外側支持板65bに固着されている。
【００５８】
　なお、補強兼防止部材92の外径寸法は、前フレーム部71の外径寸法よりも小さいが、ジ
ョイント32の接続用孔部51の開口径寸法よりも大きい。補強兼防止部材92の左右方向長さ
寸法は、前フレーム部71の左右方向長さ寸法と同一（略同一を含む）である。
【００５９】
　そして、図４から明らかなように、機体62の３点連結部61がクイックカプラ31に連結さ
れた状態時には、補強兼防止部材92の左右方向中央部が、クイックカプラ31によって支持
された入力軸接続部33の接続用孔部51の後方近傍に位置する。
【００６０】
　このため、作業時において前作業体73側から入力軸接続部33側に向かう土は、補強兼防
止部材92に当たり、ジョイント32の入力軸接続部33側へは飛散（移動）せず、入力軸接続
部33の接続用孔部51内に土が入り込まない。
【００６１】
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　次に、上記農作業機30の作用等を説明する。
【００６２】
　まず、農作業機30をクイックカプラ31を介してトラクタ21の３点リンクヒッチ部23へ連
結する際には、トラクタ21をバック走行により農作業機30に接近させた後、３点リンクヒ
ッチ部23を油圧装置で上昇させると、農作業機30の３点連結部61の３つのピン64，66がク
イックカプラ31の３つのフック部37，38に係合連結されるとともに、ジョイント32の入力
軸接続部33の後方部が補強兼防止部材（パイプ部材）92にて覆われる。つまり、ジョイン
ト32の入力軸接続部33の接続用孔部51が、この接続用孔部51と近接対向する補強兼防止部
材92によって覆い隠された状態となる。
【００６３】
　そして、農作業機30による作業の際には、圃場において、トラクタ21の比較的高速の前
進走行により農作業機30を前方に移動させると、作業体73，74が耕耘作業をし、その後方
で鎮圧輪85が鎮圧作業をする。
【００６４】
　このとき、前作業体73によって反転放てきされて飛散した土の一部が、ジョイント32の
入力軸接続部33側へ向かおうとするが、その土は、機体62の３点連結部61の補強を兼ねた
補強兼防止部材92であるパイプ部材70に当たって飛び方向が変わる。
【００６５】
　その結果、前作業体73側からの土は、ジョイント32の入力軸接続部33の接続用孔部51内
に入り込まず、接続用孔部51に付着しない。このため、例えばこの農作業機30による作業
後、ロータリ作業機１を使用する際に、接続用孔部51内を掃除することなく、ロータリ作
業機１の入力軸10をその接続用孔部51に挿入可能である。
【００６６】
　そして、このような農作業機30によれば、機体62を補強するとともに前作業体73側から
の土がジョイント32の入力軸接続部33側に向かうことを防止する補強兼防止手段91を備え
るため、機体62を補強できるばかりでなく、前作業体73側からの土が入力軸接続部33に掛
からず、その入力軸接続部33の接続用孔部51に土が入り込んで付着するのを防止できる。
よって、作業者は、重いジョイント32を取り外す必要もなく、また駆動式の農作業機を連
結する際に接続用孔部51内の付着土を除去する必要もなく、作業者の負担を軽減できる。
【００６７】
　また、補強兼防止手段91は、機体62の３点連結部61に取り付けられてこの３点連結部61
を補強するとともに、その３点連結部61がクイックカプラ31に連結された状態時にジョイ
ント32の入力軸接続部33を覆う筒状の補強兼防止部材92にて構成されているため、その補
強兼防止部材92で３点連結部61を十分に補強できるばかりでなく、前作業体73側からの土
が入力軸接続部33側に向かうことを適切に防止でき、入力軸接続部33の接続用孔部51に土
が入り込んで付着するのを適切に防止できる。
【００６８】
　なお、農作業機30の補強兼防止部材（補強を兼ねた土飛び防止部材）92は、左右方向に
長手方向を有する長手状である円筒状に形成されたもの（丸パイプ）には限定されず、例
えば図６に示すように、左右方向に長手方向を有する四角筒状に形成されたもの（角パイ
プ）でもよい。
【００６９】
　また、補強兼防止部材92は、１本の丸パイプや角パイプ等のパイプ部材70からなるもの
には限定されず、例えば複数本のパイプ部材からなるものでもよく、また、中実の軸状部
材や板状部材からなるもの等でもよい。
【００７０】
　さらに、例えば補強兼防止部材92が機体62の３点連結部61に脱着可能に設けられた構成
や、補強兼防止部材92が機体62の３点連結部61に上方位置調整可能に設けられた構成等で
もよい。
【００７１】
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　また、農作業機30の作業体である前作業体73は、切削土を左右いずれか一側方へ反転放
てきするようにねじられた形状の反転板を有するものでもよく、また、前作業体73を前フ
レーム部71の左右方向中央部に設けたものでもよい。
【００７２】
　さらに、作業体は、土作業をする前作業体73には限定されず、土をジョイント32の入力
軸接続部33側に向けて飛ばすようなものであれば、その種類は問わず、例えば心土破砕作
業をするサブソイラ等でもよい。
【符号の説明】
【００７３】
　21　　走行車であるトラクタ
　23　　３点リンクヒッチ部
　30　　農作業機
　31　　クイックカプラ
　32　　ジョイント
　33　　入力軸接続部
　51　　接続用孔部
　61　　３点連結部
　62　　機体
　65b 　ピン支持板である外側支持板
　66　　下部ピン
　73　　作業体である前作業体
　91　　補強兼防止手段
　92　　補強兼防止部材

【図１】 【図２】
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